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未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
は
や
六
年
が
経
ち
ま
し
た
。 

大
津
波
に
よ
る
被
害
も
で
す
が
、
福
島
の
原
発
事
故
に

よ
る
土
壌
汚
染
も
随
分
深
刻
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
そ
の
放
射
能
汚
染
の
除
染
に
有
用
微
生
物
群
で
あ

る
Ｅ
Ｍ
菌
が
一
役
を
買
っ
た
場
所
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
何
で
Ｅ
Ｍ
菌
が
放
射
能
の
除
去
に
有
用
だ
っ
た
ん

だ
ろ
う
か
。
と
い
う
事
を
考
え
実
験
し
た
人
が
私
の
知

人
に
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

有
用
微
生
物
群
Ｅ
Ｍ
菌
の
主
役
は
、
光
合
成
細
菌
と

い
う
微
生
物
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
光
合
成
細
菌
を
培
養

す
る
時
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
当
て
る
と
光
合
成
細
菌
が
死

ん
で
し
ま
う
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
当
て
な
い
時
よ
り
も
増

殖
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。 

 

即
ち
光
合
成
細
菌
は
放
射
能
も
エ
サ
に
し
て
増
殖

す
る
能
力
が
あ
る
と
い
う
事
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
光
合
成
細
菌
は
ま
た
有
機
物
を
分
解
し
て
エ

サ
に
す
る
能
力
に
も
た
け
て
お
り
、
ド
ブ
川
の
様
な
悪

い
環
境
で
も
そ
の
ヘ
ド
ロ
を
分
解
し
て
エ
サ
に
し
て

増
殖
し
、
ド
ブ
川
を
綺
麗
に
す
る
と
い
う
能
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。 

 

こ
の
様
に
光
合
成
細
菌
を
主
体
と
す
る
有
用
微
生

物
群
Ｅ
Ｍ
菌
は
こ
れ
か
ら
の
二
十
一
世
紀
以
降
、
汚
染

さ
れ
た
地
球
環
境
を
浄
化
す
る
の
に
大
い
に
役
立
つ

微
生
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

と
も
す
れ
ば
、
「
微
生
物
」
イ
コ
ー
ル
「
ば
い
菌
」

イ
コ
ー
ル
「
悪
」
と
考
え
ら
が
ち
で
す
が
、
こ
の
様
に

人
類
に
と
っ
て
有
益
な
微
生
物
も
た
く
さ
ん
存
在
す

る
と
い
う
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

院
長 

 

西
村 

章 

 
 

 

四條畷 内科 西村クリニック 検索 

私は１４歳♂と１３歳♀の２児の母です。昨年の９

月中旬からこちらのクリニックでお仕事させても

らっています。こちらに勤めてからハマっている事

があります。それは仕事の帰りに楠公のクレープ屋

さんに寄ってクレープを食べる事です。外にイスが

置いてあるんですけど、寒い日でも「さむ～」と言

いながら、できたてのクレープを幸せ顔で食べてい

ます。こんな私ですが、よろしくお願いします 

 

 初めまして。私は昨年１１月から受付のお仕事をさ

せていただいております。新しい職場で希望と不安

でいっぱいの中、西村クリニックへ来院される患者

様は本当に温かい方々ばかりだなぁといつも感じ

ております。私の目標は「来院された患者様に安心

感を持って頂けるような、そんな存在にいつかなり

たい」です。でも今、私は患者様・スタッフの皆様

から日々温かいお言葉や笑顔などにたくさんの安

心感を頂いております。本当にありがとうございま

す。患者様とお話しさせて頂ける事もありその時間

がとても嬉しいです♬まだまだ未熟者な私ですが、

日々学び経験しもっともっと成長してまいりたい

と思います。厳しい寒さが続いておりますので体調

にはどうぞお気をつけくださいませ。 

 

編集後記 

２０代の時によく一緒に飲みに 

行ってた友達と偶然に道で会いました 

時間を忘れ笑えました(*^▽^*) 

この問題についてのニュースのない日がない・・・そんな昨今。今日はＤ

Ｖ（ドメスティックバイオレンス）についてお話したいと思います。近親

者に暴力的な扱いを行う行為・ないしは暴力によって支配する行為全

般を言います。経済的暴力、社会的隔離、身体的虐待、心理的虐

待、性的虐待があり、言葉の暴力で脅す、びくびくさせる、大事にして

いるものを壊すなどの行為もその一つです。ＷＨＯの調査では、性的

役割観とＤＶ被害の相関が指摘され、加害者は被害者に対するコント

ロール傾向が強いことも指摘されています。加害者の多くは発達障

害や自己愛性パーソナル障害が見られ、自己愛性パーソナル障害と

はありのままの自分を愛することができず、自分は優れていて素晴ら

しく特別で偉大な存在でなければならないと思い込む障害の一つで

す。ＤＶの社会的背景には家父長制度、父権制あるいはそれに準ずる

意識が挙げられます。ＤＶ暴力には３つのサイクルがあり①緊張の蓄

積期（イライラが続き小言、文句、注意が多くなり不機嫌になりピリピ

リした雰囲気に近親者はびくびくしなから接する）②爆発期（些細な

ことから突然激しい暴力に発展する）③解放期（打って変わって優しく

接する）このサイクルでＤＶ暴力を起こしますが③の時期に近親者は

改善を期待してしまうため、長く逃げれなくなります。ＤＶ環境で育つ

とその子供もＤＶ暴力を起こす傾向にあります。「しつけのため」「誰の

お陰で」「出ていけ」「生きてる意味もない人間」「厳しくするのもお前

のため」「お前がそうさている」「自分は悪くない」などＤＶ加害者が投

げかける典型的な言葉です。「もしあなたがこんな目にあっているのな

ら私は言いたいのです あなたは愛されるべき存在なのです あなた

に悪いところはないのです ＳＯＳに気付いた方 110 番通報を また

無料のコールセンターもあります 0120-956-080 です そしてもし

や自分は加害者か？と思われる方・・・カウンセリングを勇気を出して

うけてください 大事なものを失う前に」 

 

http://www.illust-box.jp/sozai/36589/
http://www.illust-box.jp/sozai/45369/
http://www.illust-box.jp/sozai/24502/

